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は
し
が
き

こ
こ
に
収
め
た
鼎
談
は
、
聖
学
院
大
学
全
学
教
授
で
あ
ら
れ
た
隅
谷
三
喜
男
先
生
の
学
問
的
な
歩
み
を
た
ど
る
こ
と

を
目
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
鼎
談
が
計
画
さ
れ
た
経
緯
と
こ
の
た
び
公
開
す
る
に
至
っ
た
理
由
を
記
し

て
お
き
た
い
。1

．
鼎
談
「
学
問
的
自
伝
」
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て

隅
谷
先
生
に
は
、
こ
の
鼎
談
に
先
立
っ
て
、
聖
学
院
大
学
で
二
回
に
わ
た
っ
て
「
学
問
的
自
伝
」
を
語
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
第
一
回
は
、
全
学
教
授
に
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
一
九
八
九
年
四
月
二
七
日
に
聖
学
院
大
学
で

開
催
さ
れ
た
研
究
会
で
、「
わ
た
し
の
学
問
的
自
伝  

1
」
と
い
う
主
題
で
講
演
さ
れ
た
（『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所

紀
要
』
第
一
号
、
六
五
〜
八
四
ペ
ー
ジ
、
一
九
九
〇
年
）。
こ
の
講
演
で
は
、「
学
問
的
姿
勢
が
は
っ
き
り
し
て
き
た

一
九
五
〇
年
代
の
は
じ
め
ま
で
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
第
二
回
は
、
一
九
九
〇
年
六
月
六
日
に
「
一
社
会
科
学
者
の
学

問
的
自
伝
――
わ
た
し
の
学
問
的
自
伝  

2
」
と
い
う
主
題
で
、
や
は
り
聖
学
院
大
学
の
研
究
会
で
講
演
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
（『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
号
、
二
六
〜
四
四
ペ
ー
ジ
、
一
九
九
一
年
）。
こ
こ
で
は
、
第
一
回
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の
続
き
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
『
台
湾
の
経
済
』
を
出
版
さ
れ
る
ま
え
の
一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
の

学
問
的
な
足
跡
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
一
九
八
六
年
に
は
『
ひ
と
す
じ
の
途
』（
新
地
書
房
）
を
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
章
「
学

問
と
信
仰
の
は
ざ
ま
で
――
歩
み
つ
つ
考
え
て
き
た
こ
と
」（
同
書
、
一
〜
三
二
ペ
ー
ジ
）
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
論
文
は
、「
1  

戦
時
過
程
を
生
き
、
考
え
る
」「
2  

戦
後
の
混
乱
期
の
中
で
」「
3  

研
究
室
と
現
実
社
会
の
中
で
」

「
4  

ア
ジ
ア
と
の
か
か
わ
り
」
の
四
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
末
尾
に
は
隅
谷
先
生
ご
自
身
が
、
問
題
と
さ

れ
て
き
こ
と
は
、
信
仰
と
社
会
科
学
、
労
働
経
済
論
、
ア
ジ
ア
へ
の
社
会
科
学
者
と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

「
ど
れ
を
と
っ
て
も
解
決
は
容
易
で
は
な
い
が
、
何
と
か
い
ち
お
う
の
解
答
を
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
ひ
そ
か
に

思
っ
て
い
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
学
問
的
自
伝
」
で
十
分
で
は
な
い
か
、「
鼎
談
」
と
は
い
え
、
新
た
に
「
学
問
的
自
伝
」
を
語
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
懸
念
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
「
学
問
的
自

伝
」
は
、
隅
谷
先
生
お
ひ
と
り
の
語
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
批
判
的
観
点
か
ら
先
生
の
業
績
を
学
問
的
に
吟
味
す

る
こ
と
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
企
画
を
隅
谷
先
生
に
ご
相
談

す
る
と
鼎
談
の
計
画
を
大
変
喜
ば
れ
、
メ
ン
バ
ー
と
鼎
談
の
柱
と
な
る
項
目
を
ご
自
分
か
ら
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
出
版
社
は
、
一
九
九
一
年
に
発
足
す
る
聖
学
院
大
学
出
版
会
と
決
定
さ
れ
、
最
初

の
出
版
物
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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2
．
鼎
談
の
企
画
と
実
施
、
そ
し
て
公
開
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
理
由

鼎
談
は
、
次
の
と
お
り
三
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
（
肩
書
き
は
当
時
の
も
の
）。

第
一
回
、
経
済
学
と
労
働
問
題
に
つ
い
て

一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

鼎
談
者　

東
京
大
学
経
済
学
部
教
授　

中
西　

洋

　
　
　
　

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
長
、
東
京
神
学
大
学
教
授　

大
木
英
夫

第
二
回
、
信
仰
と
社
会
科
学
、
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
つ
い
て

一
九
九
一
年
二
月
二
七
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

鼎
談
者　

明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授　

塩
月
賢
太
郎

　
　
　
　
　

大
木
英
夫

第
三
回
、
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
、
日
本
労
働
運
動
資
料
蒐
集
に
つ
い
て

一
九
九
一
年
三
月
八
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

鼎
談
者　
　

中
西　

洋

　
　
　
　
　

大
木
英
夫
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そ
れ
ぞ
れ
の
鼎
談
は
、
ほ
ぼ
三
時
間
を
か
け
て
な
さ
れ
た
。
録
音
か
ら
す
べ
て
文
字
に
起
こ
し
、
鼎
談
者
が
原
稿
に

手
を
入
れ
編
集
に
入
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
第
一
回
の
原
稿
は
、
隅
谷
先
生
、
中
西
先
生
が
原
稿
を
ほ
ぼ
書
き
直
す
ま
で

に
手
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
そ
の
段
階
で
編
集
作
業
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
二
〇
年
の
歳
月

が
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
、
隅
谷
先
生
の
著
作
集
が
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
に
収
録
す
る
こ
と
は
可

能
か
と
い
う
打
診
も
い
た
だ
い
た
が
、
時
機
を
逸
し
た
。

こ
と
し
、
隅
谷
先
生
の
召
天
一
〇
周
年
を
記
念
す
る
行
事
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
、
原
稿
を
読
み

直
し
、
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
大
木
英
夫
前
総
合
研
究
所
長
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
公
開
す
る
意
味
が
あ
る
と
の

了
解
を
得
ら
れ
た
。

さ
ら
に
中
西
洋
先
生
に
第
一
回
だ
け
で
も
公
開
で
き
な
い
か
を
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
隅
谷
先
生
の
最
後
期
の
お

考
え
が
、
本
音
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
読
み
ま
し
た
。
再
読
す
る
意
味
が
い
ま
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
公
開
に

賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
。
中
西
先
生
は
、
タ
イ
ト
ル
と
小
見
出
し
も
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
と
理
由
か
ら
第
一
回
の
鼎
談
だ
け
で
あ
る
が
、
ご
遺
族
の
了
解
も
得
て
刊
行
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
関
係
す
る
先
生
方
に
こ
れ
ま
で
に
公
開
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
公
開

ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
一
三
年
八
月
一
五
日

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所




